「係活動の中からの提言」　　　　　　　　　　　　　

中学校一年生
	学習プリント
	言語意識
	言語活動
	単元の目標
	実施時期

	· 「係活動の中からの提言【その一】」

・係活動で困っていることという観点で話題を選び、その具体的な事実、原因や解決策、仲間への要求や自分の決意という観点で適切な話材を選ぶために使用

　　・実際に発表をする際に、話す内容と言葉の調子や間のとり方を確認するために使用

· 「係活動の中からの提言【その二】」

　 ・例文を通して、言葉の調子の変化のさせ方と間のとり方を理解するために使用

· 「係活動の中からの提言【その三】」

　・発表の練習をペアで行う際に、言葉の調子と間のとり方について自分のよさと課題を見付けるために使用

　　・自分に身に付いた力を確認し、単元の学習を振り返るために使用

· 「係活動の中からの提言【その四】」

　　・仲間の発表の言葉の調子や間のとり方の工夫を評価し、その訴えを聞き取るために使用
	（相　手）学級の仲間に

（目　的）係活動の中で困っている問題を解決して、よりよい活動にするために

（場面・

　　状況）教室で・一分程度で

（方　法）スピーチ記号を記したスピーチメモを使って

（評　価）学級の仲間からのメッセージカードを中心に振り返る。
	発表
	○学級の係活動の中で困っている問題を解決するために、適切に話材を選択し、言葉の調子や間のとり方を意識して話したり聞いたりすることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国語への関心・意欲・態度）

○学級の係活動で困っている問題（話題）について、話材となる具体的な事実を適切に選び出し、仲間に訴えたいことを明らかにして話すことができる。

（話す・聞く能力）

○話の内容が効果的に聞き手に伝わるように、言葉の調子を意識したり間のとり方を工夫したりして話すことができる。　　（言語についての知識・理解・技能）
	十一月ごろ


単元指導計画（全三時間）

	３
	２
	１
	時

	○言葉の調子と間のとり方を工夫して、仲間に訴える発表をすることができる。
	○話の内容に合わせた言葉の調子の変化のさせ方や、間のとり方を理解して話すことができる。

○話の内容に合わせてスピーチ原稿にスピーチ記号を付けることができる。
	○よりよい係活動にするために、仲間に訴えたいことを明らかにし、条件に合うように適切な話題や話材を選んで、スピーチ原稿を書くことができる。


	ねらい

	
１ペアで言葉の調子と間のとり方を工夫しながら発表の練習をし、アドバイスをし合う。　　（学習プリント【その三】）

２提言を発表する。

３学級の仲間の発表ごとにメッセージカードを記入する。

（学習プリント【その四】）

４単元で身に付けた力と姿勢を振り返り、プリントに記入する。

（学習プリント【その三】）
	
１言葉の調子を意識して例文を話してみて、場面によってどのような違いがあるか考える。　　（学習プリント【その二】）

２言葉の調子の変化のさせ方を交流し、整理する。

　・気持ちを語る、願いを訴える、事実を説明するという内容の分類に対して

・強弱、高低、緩急、声の音色の観点で

３間を意識して例文を話してみて、間のと

り方の基本をつかむ。

（学習プリント【その二】）

　・段落や句読点、強調したい語の前、接続語・わかりにくい説明や語の後に

４前時のスピーチ原稿に言葉の調子と間についてスピーチ記号をつける。　　　　　　　　　　　　　　

（学習プリント【その一】）

５本時の学習を振り返る。
	
１係活動を振り返り、困っていること・その具体的な事実・仲間に願う姿を書き出す。

２仲間に最も訴えたいことを決め、以下の条件に合うようにスピーチ原稿を書く。

　　　　　　　（学習プリント【その一】）

　・一分（四〇〇字）程度で

　・構成　はじめ…困っていること

　　　　　な　か…事実・原因・解決策

　　　　　おわり…要求・決意

３本時の学習を振り返る。
	学習活動

	○よりよい係活動になることを願い、学級の仲間に訴えようと、言葉の調子と間のとり方を工夫して話している。

（観察）

○よりよい係活動になることを願い、仲間の発表の訴えたいことを聞き取っている。

（学習プリント）
	○言葉の調子と間を場面に合わせて変化させる方法を理解し、例文を意識して読んでいる。

（観察・学習プリント）

○前時の学習を振り返り、スピーチの内容に合わせて言葉の調子と間についてスピーチ記号を付けている。

（観察・学習プリント）


	○よりよい係活動になることを願い、条件に従って適切な話題や話材を選択して、スピーチ原稿を書いている。

（観察・学習プリント）


	評価規準・評価方法

	· 発表は授業時間に加え、朝の会や帰りの会でも行う。

· 練習中にできるだけよさを認める援助をし、発表に向けての意欲付けをする。

· 言葉の調子と間のとり方の工夫が係活動への思いを表すものになっていたか、仲間に訴えたいと思われることは何かについてメッセージカードに記入するよう示唆する。
	· いろいろな場面を想定して話す例文と、間を工夫する必然性のある例文を準備する。

· 話の内容を、気持ち（喜び・悲しみ・怒り）を語るとき、願いを訴えるとき、事実を説明するときに絞って分類して考えさせる。

· 高低は文末の音の高低、緩急はゆっくりと伸ばす・間をとる・たたみかける等の方法を示す。

· 間をとるのは、相手に理解してもらうことが目的であることを確認する。

· 前時に確認した記号を適切に付けるように援助する。
	· 自分の係活動をよりよくするためという目的を確認する。

· 文末を敬体にすることを確認する。


	指導・援助


学習課題


聞き手に伝わりやすい言葉の調子や間のとり方を身につけよう。





学習課題


よりよい係活動にするためのスピーチ原稿を作ろう。





学習課題


係活動の中からの提言を発表しよう。








